
御鎮座1250年の新春にあたりお知らせとお願いを申し上げます

九頭龍神社の月次祭は、 九頭龍神様からいつも頂いている御神徳に感謝の心を捧げ、 すべての人々が豊かな心で生活を

営むことができるよう変わらぬ御加護を祈願して、 毎月１３日の午前１０時から行われるお祭りです。 このお祭りの中で、 御

参列の方それぞれの個人的な神恩への感謝やお願い事を祈願するお祭り （御祈祷） も併せて行っています。

　　　　【ご参拝の皆様に】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

では、 九頭龍神社月次祭の日程概略をご説明申し上げますので、 厳粛な斎行にご協力願います。

08:30 受付開始  芦ノ湖遊覧船の元箱根港乗場で行います。

 乗船券を購入  窓口でお求め下さい （往復 1,000 円です）。

 お渡しする品  ①御
ご

　供
く

（九頭龍さんへのお供物です。 お参りの後で湖中にお供えして下さい）

    ②奉賽袋 （ご祈祷申込書を兼ねた封筒型ののし袋です） をお受け取り下さい。

 御祈祷申込  ご祈祷を申込まれる方は、 奉賽袋に願い事とご住所ご氏名をご記入の上、 初穂料

    を入れて受付にお渡し下さい。 初穂料の金額は夫々のお気持ちをお納め下さい。

    この申込書によりお名前とお願い事を御神前に奏上して御祈祷致します。

09:30 九頭龍神社へ出発 船に乗り、 元箱根港から樹木園桟橋に向って出航します。

 月次祭を前に  この船は、 月次祭に参列の方をお送りする船です。

09:50 樹木園桟橋着  九頭龍神社まで５分ほど歩きます。 （参道やお手洗等は右図をご覧下さい）

09:55 九頭龍神社着  月次祭が始まります。

 参列の場所について 月次祭には全員で一緒に参列して、 みんなですべての人々の為にお祭りを行います。

    施設の無い小さなお宮ですので、 申し訳ありませんが神社の周囲に広がって参列して

    いただくようになりますことをご了承下さい。

    屋根の無い場所で、 どなたもお立ちになったまま約１時間前後の祭典となりますが、

    お宮の横に小さな休憩所がございます。 そこでお座りになっての参列でも結構です。

    ＊御社殿前の壇上での参列はご遠慮願います。

九頭龍神社月次祭 （式次第と解説）

10:00 修　　　祓  祭典に先立って、 神饌 ・ 玉串 ・ 奉仕者 ・ 参列者をお祓いします。

 斎主一拝  お祭りの一番はじめのご挨拶です。 みんなで揃って御神前に一拝します。

 献　　　饌  神様にお供えを捧げます。

 大祓詞奏上  平素の御神徳に感謝の心を捧げ、 すべての人々の為に変らぬご加護をお願いします

 祝 詞 奏 上  祝詞奏上の間は、 頭を下げて夫々に心の中で一緒に感謝と祈願をお願い致します。

 （御 祈 祷）  引続いて受付時にいただいた申込書により、 お名前とお願い事を御神前に奏上して、

    御祈祷を行います。 申込書は祭典中でも受付けますので御社殿前の壇上の係の方に

    お渡し下さい。

    御祈祷の間は、 頭を下げて、 心の中で、 平素の感謝と、 ご自身のお願いの成就を

    祈願し、 祈願成就の為にご自身が為すべき事を御神前にお誓い下さい。

 玉串奉奠  皆様のご代表にお参りをしていただきます。 代表で玉串奉奠をしていただく方々は、

    10 数年来お参りの方を中心にお願いしています。 玉串奉奠をなさらない皆様は、

    一番最後の玉串奉奠の方に合わせて 「二拝二拍手一拝」 の作法で、 ご一緒に

    心を込めてお参り下さい。

 撤　　　饌  神様のお供えをお下げします。

 斎主一拝  お祭りの納めのご挨拶です。 みんなで揃って御神前に一拝します。

弁財天社月 次 祭　  ＊次に、 湖畔の弁財天社へ移動して、 月次祭を行います （式次第は略します）。

  　　＊皆様には、 このあと弁財天社の月次祭に参列なさるか、 九頭龍神社にあらためてお参りなさるか、

  　　 　それはどちらでも結構です。 

  　　＊弁財天社の月次祭奉修後に湖水神事を行います。

10:55 湖水神事  神職が神饌 （御供） を湖中に捧げ、 九頭龍神様にお供えしてお参り致します。

11:00 祭典終了  以上で祭典は終了いたします。

  　　＊この後は、 受付でお渡しした 「御供」 で、 皆様夫々に湖水神事をお修め下さい。

  　　　（湖水神事＝御供を湖中に捧げ、 九頭龍神様にお供えしてお参りします）。

　 　 　 九 頭 龍 神 社 の 月 次 祭 に つ い て 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 箱 根 神 社 （ 箱根町元箱根 80-1　0460-3-7123）

Ｈ 19.1.13 作成
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九頭龍様への献供について
（湖水へのお供物について）

＊僅かですが、 月次祭で九頭龍様にお供えしたお下がりの野菜 ・ 果物等を、 神社の前でお頒かち致しますので、

　 お参りの後、 ご自由にお持ち下さい。 奉納献供された九頭龍パンもお召し上がり下さい。

＊お守りを授与しているお札所が混み合って、 乗船までのお時間がなくなり、 お受けになれない場合は、 箱根神社で

　 お受けくださいますようお願い申し上げます。

＊お帰りの船は原則、 樹木園桟橋発 12 ： 35 が最終ですが、 当日の状況によって変更がありますのでご了承下さい。

　①　　　　　　　　　　　　の道路 （町道） は、 許可車両以外の通行は禁止されています。

　②１３日の祭典日も、 それ以外の日も許可証を持たない車両の乗入れ ・ 通行はおやめ下さい。

　③プリンスホテル、 湖尻ターミナルから九頭龍神社まで徒歩で 30 分くらいです。

　＊九頭龍神社月次祭の参拝には船のご利用をおすすめします。

　＊樹木園様の通年営業開始に伴い、 4 月～ 11 月の期間はいつでも下図の出入口から入場して参拝出来るようにな

　　 りました。 （12 月～ 3 月は閉鎖され、 入れません）

　①開園時間　9 ： 00 ～ 16 ： 00

　②入　場　料 ￥300 円 （樹木園施設管理費として徴収されます）

　③但し、 毎月１３日の祭典日は、 参拝者に限り 「入場無料」 となります。

　④ボート等での湖水からの入場は年間を通して 「無料」 です。

　　

　＊平成 12 年辰年正月、 箱根神社横に九頭龍神社の新宮が建立されました。 お時間のない方はこちらの新宮でお参

　　 り下さい。 また、 箱根神社で九頭龍神様の御祈祷を毎日ご奉仕しておりますのでいつでもお申し越し下さい。

　 　 　 九 頭 龍 神 社 へ の 交 通 に つ い て ( 車 の 乗 り 入 れ は お や め 下 さ い )

芦ノ湖

駐車場

県道

（目印その２）
駐車場と管理棟

（目印その１）
道路をまたぐ歩道橋

冬期は使用出来
ません 桟橋近
くの仮設トイレ
をご利用下さい

樹木園桟橋

元箱根港

参拝する船の発着は
こちらです
但し、祭典日の１３日
だけの運航となります

休憩所
お手洗

箱根プリンスホテル

伊豆箱根鉄道遊覧船
湖尻ターミナル

箱根プリンス
ホテル

神山コテージ

歩行者・自転車専用道路
車の通行禁止です

歩行者・自転車専用道路
車の通行禁止です

樹木園出入口

入場料￥300円

祭典日は無料です

白龍神社

九頭龍神社

弁財天社

モーターボートは

元箱根

箱 根

箱根園

湖 尻

から乗船出来ます（有料）

湖水からの入場料は不要です

冬期仮設お手洗（12月～３月）
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　 　 　 4 月 ～ 1 1 月 の 期 間 、 九 頭 龍 神 社 へ 陸 路 か ら の お 参 り が 可 能 に な り ま し た 　

　 　 　 九 頭 龍 神 社 の 御 祈 祷 は 、 箱 根 神 社 で も 毎 日 ご 奉 仕 し て い ま す 。 　


